
今
年
度
の
在
学
生
を
対
象
に
調
査
し
た
、
学
生
の

生
活
形
態
・
居
住
地
を
グ
ラ
フ
で
表
し
た
も
の
が
別

表
で
あ
る
。
自
宅
通
学
者
が
６０
・
１
％
、
自
宅
外
通

学
者
（
ア
パ
ー
ト
等
）
が
３８
・
４
％
で
、
一
人
暮
ら

し
を
し
て
い
る
学
生
の
方
が
少
な
い
こ
と
が
分
か

る
。

ま
た
、
石
巻
地
域
（
３
市
町
）
に
居
住
し
て
い

る
学
生
は
自
宅
・
自
宅
外
合
わ
せ
て
９
４
０
人
（
５２

・
２
％
）と
ほ
ぼ
半
数
で
、
仙
台
市
の
３
２
２
人（
１８

・
１
％
）
を
大
き
く
上
回
り
、
生
活
の
基
盤
が
石
巻

市
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
こ
で
は
大
学
周
辺
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
一
人

暮
ら
し
を
し
て
い
る
学
生
、
「
通
学
支
援
バ
ス
」
を

活
用
し
て
自
宅
か
ら
通
う
学
生
に
話
を
聞
い
た
。

本学には計４６のサークル（部・研究会・愛好会）があり、活発

な活動を行っている。各団体は日々練習や研究に打ち込み、大会

や発表会などで活躍している。今回は体育会系からカヌー部、弓

道部、硬式野球部、文化会系から茶道部、特別団体から学生会、

石鳳祭実行委員会の６団体をピックアップし、活動を紹介する。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
津
田
恭
平

さ
ん
（
経
営
学
科
２
・
宮
城

県
石
巻
商
業
高
）
は
高
１
か

ら
カ
ヌ
ー
を
は
じ
め
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
フ
ォ
ア
で
８
位

に
入
賞
。
本
学
入
学
後
は
、

関
東
学
生
選
手
権
カ
ナ
デ
ィ

ア
ン
シ
ン
グ
ル
１
万
㍍
で
６

位
、
全
日
本
学
生
選
手
権
の

同
種
目
で
１７
位
と
活
躍
中
。

「
部
員
が
集
ま
ら
な
く
て

休
部
同
然
だ
っ
た
部
を
立
て

直
す
た
め
、
１
年
次
の
と

き
、
ま
ず
部
室
や
艇
庫
の
清

掃
か
ら
始
め
ま
し
た
。
今
年

は
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
本
格

的
に
部
員
勧
誘
に
乗
り
出

し
、
新
人
９
人
を
獲
得
。
う

ち
４
人
が
女
子
マ
ネ
で
、
経

験
者
は
１
人
だ
け
で
す
が
、

個
人
と
し
て
の
成
績
向
上
を

図
り
な
が
ら
部
員
を
引
っ
張

り
、
４
年
次
の
と
き
に
は
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
部
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
今

年
は
宮
城
県
で
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
が
あ
る
の
で
、
ス
カ
ウ
ト

に
も
力
が
入
り
ま
す
」
と
語

る
。と

こ
ろ
が
今
年
は
左
手
首

を
骨
折
し
練
習
が
出
遅
れ
。

そ
れ
で
も
８
月
に
宮
城
県
で

開
か
れ
る
関
東
学
生
、
石
川

県
で
の
全
日
本
学
生
に
向
け

て
ス
パ
ー
ト
を
か
け
て
い
る

頼
も
し
い
選
手
だ
。

茶
道
部
代
表
の
横
山
寿
美

枝
さ
ん
（
基
礎
理
学
科
４
・

宮
城
県
塩
釜
女
子
高
∥
現
塩

釜
高
）
は
「
茶
道
を
探
求
す

る
こ
と
で
自
然
と
礼
儀
作
法

が
身
に
つ
き
、
人
格
形
成
に

役
立
ち
ま
す
」
と
心
構
え
の

大
切
さ
を
説
く
。

同
部
は
茶
道
流
派
中
最
大

の
裏
千
家
。
部
員
は
中
国
か

ら
の
留
学
生
を
含
め
１０
人
。

初
心
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
稽

古
は
学
内
で
週
１
回
木
曜
日

と
、
学
内
・
学
外
の
茶
会
が

ほ
と
ん
ど
。
一
通
り
の
作
法

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
先

生
か
ら
テ
キ
ス
ト
を
い
た
だ

き
「
茶
道
文
化
検
定
」
を
受

け
、
４
級
以
上
の
資
格
を
授

け
ら
れ
る
。

昨
年
度
ま
で
は
５
号
館
で

稽
古
が
で
き
た
が
、
震
災
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
拠
点
に

な
っ
た
た
め
、
現
在
は
仮
の

稽
古
場
を
利
用
し
て
い
る
。

主
客
一
体
の
立
ち
居
振
る
舞

い
が
一
人
ひ
と
り
の
心
を
満

た
し
て
く
れ
る
。

家
賃
３
万
円
、１
Ｋ（
洋

７
・
５
畳
、
冷
蔵
庫
・
洗

濯
機
・
ガ
ス
台
付
き
）
と

い
う
ア
パ
ー
ト
で
一
人
暮

ら
し
を
し
て
い
る
松
田
さ

ん
。
大
学
へ
は
自
転
車
で

約
１５
分
と
い
う
立
地
で
、

「
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調

べ
、
実
際
に
何
部
屋
か
見

て
決
め
ま
し
た
」
と
話

す
。
室
内
は
カ
ラ
ー
ボ
ッ

ク
ス
な
ど
を
う
ま
く
使

い
、
中
央
に
広
い
ス
ペ
ー

ス
を
作
る
工

夫
が
み
ら
れ

る

。

現

在

は
、
被
災
地

で
あ
る
東
松

島
か
ら
通
学

し
て
い
た
友

人
と
ル
ー
ム

シ
ェ
ア
し
て

お
り
「
友
達

が
遊
び
に
来

る
こ
と
が
多

く
、
楽
し
い

毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
」。

仕
送
り
８
万
円
の
ほ

か
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

生
活
費
を
補
充
。
「
家

賃
、
ガ
ス
・

水
道
・
電
気

代
が
約
４
万

円
。
残
り
が

食
費
を
含
む

生
活
費
と
な

り

ま

す

の

で
、
以
前
よ

り
も
値
札
を

き
ち
ん
と
確

認
す
る
よ
う

に

な

る

な

ど
、
金
銭
感

覚
が
身
に
つ

い
た
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
た
。

石
巻
市
内
の
学
生
向
け
ア
パ
ー
ト
は
家
賃
が

１
カ
月
約
３
～
４
万
円
で
、
居
室
が
８
～
１０
畳

程
度
。
ベ
ッ
ド
や
デ
ス
ク
、
ミ
ニ
冷
蔵
庫
の
付

い
た
ユ
ニ
ッ
ト
キ
ッ
チ
ン
な
ど
が
備
え
ら
れ
た

タ
イ
プ
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
バ
ス

で
１５
分
以
内
に
立
地
し
て
お
り
、
学
生
た
ち
は

自
動
車
、
バ
ス
、
自
転
車
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ス
タ
イ
ル
で
通
学
し
て
い
る
。

鈴
木
拓
馬
部
長
（
生
物
生

産
工
学
科
３
・
秋
田
県
秋
田

西
高
）
は
「
弓
道
の
魅
力
は

的
中
し
た
時
の
気
持
ち
良
さ

で
す
。
な
か
な
か
思
っ
た
と

こ
ろ
に
行
か
な
い
で
す
が
、

自
分
の
動
作
を
想
像
し
、
当

た
る
よ
う
に
調
整
す
る
。
そ

の
考
え
る
時
間
が
面
白
い
で

す
」
と
語
る
。約

２５
人
が
所

属
。
男
女
と
も
東

北
学
生
リ
ー
グ
戦

の
２
部
昇
格
を
目

指
し
て
週
３
回
、

学
内
の
弓
道
場
で

活
動
し
て
い
る
。

「
隣
接
の
石
巻
商

業
高
校
と
の
合
同

練
習
も
行
っ
て
お

り
、
刺
激
を
受
け

て
い
ま
す
。
部
員

は
経
験
者
が
多
い

で
す
が
、
未
経
験

者
は
先
輩
が
指
導
に
当
た

り
、
き
ち
ん
と
取
り
組
め
ば

卒
業
ま
で
に
２
段
を
取
得
で

き
ま
す
」
と
鈴
木
部
長
。
現

在
は
全
日
本
学
生
選
手
権
に

向
け
、
練
習
に
励
ん
で
い

る
。
「
震
災
の
影
響
で
大
会

が
減
少
し
、
実
戦
経
験
が
不

足
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
幸
い
弓
道
場
は
被
害
が

な
か
っ
た
の
で
、
練
習
に
取

り
組
み
、
調
子
を
上
げ
て
い

き
た
い
で
す
」。

ま
た
、
今
年
は
高
校
生
を

対
象
に
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
で
試
射
を
実
施
し
て
い

る
。
「
競
技
人
口
が
増
え
、

弓
道
が
盛
り
上
が
っ
て
く
れ

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
学
生

の
方
も
興
味
の
あ
る
人
は
弓

道
場
を
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
た
。

昨
秋
の
南
東
北
大
学
野
球

リ
ー
グ
戦
で
優
勝
。
リ
ー
グ

戦
に
代
わ
っ
て
全
日
本
大
学

野
球
選
手
権
の
出
場
を
賭
け

た
代
表
決
定
戦
が
行
わ
れ
た

今
春
は
、
決
勝
で
ラ
イ
バ
ル

・
東
日
本
国
際
大
に
敗
れ
、

準
優
勝
。
創
部
以
来
、
着
実

に
結
果
を
残
し
、�
南
東
北

の
雄
�
と
し
て
活
躍
を
見
せ

て
い
る
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
藤

代
翔
太
さ
ん
（
経
営
学
科
３

・
千
葉
県
桜
林
高
）
は
「
５

月
中
旬
ま
で
全
体
練
習
が
で

き
ず
、
以
後
も
練
習
場
所
の

確
保
に
苦
労
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
大
会
を
通
し
、
プ
レ

ー
す
る
喜
び
を
再
確
認
し
ま

し
た
」
と
振
り
返
る
。

「
チ
ー
ム
の
武
器
は
団
結

力
で
す
。攻
撃
で
は�
つ
な
ぎ

の
野
球
�、守
備
で
は
投
手
を

中
心
と
し
た
堅
守
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
先
輩
た
ち
の
築

い
た
土
台
に
加
え
、
勝
つ
こ

と
に
こ
だ
わ
り
、
ど
ん
な
状

況
で
も
あ
き
ら
め
ず
に
挑
ん

で
い
き
た
い
で
す
」と
話
す
。

現
在
部
員
は
６０
人
。
秋
季

リ
ー
グ
戦
に
向
け
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
中

心
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
実
戦
を
想
定
し
た
練
習

で
、
「
打
撃
力
が
伸
び
て
き

た
」
と
藤
代
さ
ん
。
『
全
日

本
大
学
野
球
選
手
権
で
勝

つ
』
を
目
標
に
、
さ
ら
な
る

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

本
学
で
は
、
学
生
の
経
済

負
担
を
減
ら
す
た
め
、
２
０

０
９
年
か
ら
「
自
宅
通
学
支

援
バ
ス
」
と
し
て
、
大
学
直

行
の
学
生
専
用
バ
ス
を
運
行

し
て
い
る
。
現
在
５
路
線（
別

表
参
照
）
を
運
行
中
で
、
い

ず
れ
も
始
業
・
終
業
時
間
に

合
わ
せ
て
運
行
さ
れ
て
お

り
、
石
巻
市
外
か
ら
の
通
学

を
支
援
し
て
い
る
。

ま
た
、
仙
台
駅
～
大
学
間

を
結
ぶ
㈱
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
の

高
速
バ
ス
を
利
用
す
る
学
生

や
、
石
巻
駅
～
大
学
間
を
結

ぶ
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
学

生
に
対
し
て
は
、
回
数
券
の

購
入
費
用
を
補
助
し
て
い
る
。

北
上
か
ら
通
学
し
て
い
る

奥
寺
さ
ん
は
「
高
校
の
と
き

担
任
の
先
生
か
ら
石
巻
専
大

へ
の
通
学
バ
ス
が
あ
る
」
と

教
え
ら
れ
、
希
望
の
石
巻
専

大
に
入
学
し
た
。
同
路
線
は

２
０
１
０
年
度
か
ら
運
行
さ

れ
、
現
在
は
約
２０
人
が
利

用
。
片
道
約
２
時
間
で
、
料

金
は
片
道
５
０
０
円
（
５
０

０
０
円
回
数
券

で
１１
回
）
。
行

き
は
北
上
駅
７

時
５５
分
発
で
途

中
、
石
越
駅
を
経
由
す
る
の

み
。
帰
り
は
１５
時
発
と
１７
時

５０
分
発
の
２
本
が
あ
り
、
石

越
駅
、
花
泉
駅
、
一
関
駅
を

経
て
北
上
駅
に
到
着
す
る
。

奥
寺
さ
ん
は
「
自
宅
か
ら

北
上
駅
間
は
父
が
車
で
送
迎

し
て
く
れ
ま
す
。
費
用
も
か

か
り
ま
す
が
、
支
援
バ
ス
の

お
か
げ
で
安
心
し
て
通
学
で

き
る
の
で
助
か
り
ま
す
」
と

語
る
。

学
生
会
は
現
在
、
大
木
章

央
学
生
会
長
（
経
営
学
科
３

・
福
島
県
清
陵
情
報
高
）
を

中
心
に
１
年
次
か
ら
３
年
次

の
１１
人
で
活
動
し
て
い
る
。

主
な
活
動
は
サ

ー
ク
ル
の
と
り

ま
と
め
と
年
２

回
の
学
生
大
会

開
催
。
今
年
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｃ
東

北
放
送
が
主
催
す
る
「
Ｔ
Ｂ

Ｃ
夏
祭
り
」
（
７
月
２３
、
２４

日
、
仙
台
市
・
石
巻
市
）
の

復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
に
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

研
究
会
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
研

究
会
、
大
学
祭
実
行
委
員

会
、
学
生
会
が
合
同
で
参
加

し
た
。
復
興
祈
念
と
し
て
行

わ
れ
る
「
石
巻
川
開
き
祭

り
」
に
参
加
す
る
な
ど
、
地

域
と
大
学
と
の
橋
渡
し
を
す

る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
毎
年
春
と
秋
の
２

回
、
学
生
大
会
を
開
催
し
、

広
く
一
般
学
生
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。「
集

め
ら
れ
た
学
生
の
声
、
た
と

え
ば
学
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
対

す
る
要
望
や
駐
車
場
・
駐
輪

場
の
状
況
、
授
業
の
感
想
な

ど
を
大
学
に
届
け
て
い
ま

す
」
と
大
木
会

長
。「

１
カ
月
に

１
度
、
サ
ー
ク

ル
代
表
者
会
議
を
開
催
し
学

生
会
の
予
算
の
承
認
を
得
る

の
も
大
き
な
仕
事
で
す
。
学

内
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
１２
月
に

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
と
音
楽
系
サ
ー
ク
ル
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
年
間
を
通
じ
、
楽
し

く
充
実
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
た
。

今
年
度
の
石
鳳
祭
は
１０
月

８
、
９
の
両
日
に
開
催
さ
れ

る
。
第
２２
回
目
と
な
る
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
前
進
全
礼
」。

や

ざ
わ
た
か
の
ぶ

矢
澤
崇
暢
実
行
委
員
長
（
機

械
工
学
科
３
・
宮
城
県
石
巻

工
業
高
）
は
「
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
て
前
に
進
む
、
と

い
う
意
味
を
込
め
て
テ
ー
マ

を
決
め
ま
し
た
。
参
加
し
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
大
学
祭

に
な
る
よ
う
に
実
行
委
員
３１

人
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
。

例
年
同
様
、
ゲ
ス
ト
を
招

い
て
の
ラ
イ
ブ
、
ミ
ス
コ
ン

な
ど
の
メ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
企

画
、
地
場
産
品
展
、
サ
ー
ク

ル
や
ゼ
ミ
に
よ
る
模
擬
店
・

企
画
展
示
と
い
っ
た
企
画
を

予
定
。
「
売
り
上
げ
の
一
部

や
参
加
料
、
広
告
費
な
ど
を

石
巻
市
へ
寄
付
し
ま
す
。
ま

た
、
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
を
利

用
し
て
い
る
石
巻
赤
十
字
看

護
専
門
学
校
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
も
協
力

を
お
願
い
し
、
一
緒
に
盛
り

上
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
矢
澤
実
行
委
員

長
。
同
日
程
で
開
催
さ
れ
る

神
田
鳳
祭
実
行
委
員
会
か
ら

も
連
絡
が
あ
り
、
募
金
箱
を

設
置
す
る
な
ど
、
連
携
企
画

を
検
討
し
て
い
る
。

「
他
大
学
や
社
会
人
の
方

と
関
わ
る
機
会
が
多
く
、
他

の
サ
ー
ク
ル
に
は
な
い
経
験

が
で
き
ま
す
。
随
時
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
一

緒
に
石
鳳
祭
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
」。

※
石
鳳
祭
実
行
委
員
会
Ｈ
Ｐ

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
i
s
e
n
s
h

u- u
.
a
c
.
j
p
/
s
e
k
i
h
o/

）。
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自
宅
通
学
支
援
バ
ス

▲ 広大なキャンパスには四季折々の風景が楽しめる

石巻市居住者が大半

北
上
か
ら
通
学
し
て
い
ま
す

５ルートで運行

奥
寺

柚
美

さ
ん

（
経
営
学
科
１
・
岩
手
県
北
上
翔
南
高
）

人

12 ( 1)

5 ( 1)

8 ( 3)

1 ( 0)

7 ( 2)

33 ( 7)

13 ( 4)

3 ( 2)

16 ( 6)

49 (13)

小 計

小 計

合 計

専 攻

物 質 工 学

機械システム工学

生 命 科 学

物 質 機 能 工 学

生 命 環 境 科 学

経 営 学

経 営 学

研 究 科

博士後期課程

修 士 課 程

修 士 課 程

博士後期課程

大学へ自転車で１５分
一人暮らしを満喫
「金銭感覚が身についた」

▲ 室内を上手にレイアウト

◆大学院◆

理工学

経営学

人

162 ( 45)

219 ( 2)

180 ( 4)

199 ( 35)

760 ( 86)

1,044 (118)

1,804 (204)

松
田

修
平

さ
ん

5 月 1 日現在／( )内は女子内数

2011 年度学生数

（
機
械
工
学
科
２
・
山
形
県
寒
河
江
工
業
高
）

学 科

基 礎 理

機 械 工

情報電子工

生物生産工

小 計

経 営

合 計

◆学 部◆

学部

理工

経営

エ
ン
ジ
ョ
イ


キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

学
生
会

◀

北
上
川
で
練
習
に
励
む
津
田
さ
ん

２年後にはトップレベルの部に

弓
道
部

東北学生リーグ２部昇格目指す

大
学
と
学
生
、
地
域
と

大
学
と
の
橋
渡
し
役
に

▲ ＴＢＣ夏祭りに参加

▲ 真剣に的を狙う鈴木さん（手前）

カ
ヌ
ー
部

▲ 昨年の石鳳祭の様子

所
作
、礼
儀
作
法
が
人
格
形
成
に
つ
な
が
る

団
結
力
で
成
果
残
す〝
南
東
北
の
雄
〟

▲ 作法を学ぶ部員たち

▲ 基本練習に取り組むナイン

茶道部

硬式野球部

石
鳳
祭
実
行
委
員
会

連携企画も検討
一丸で盛り上げる

今年のテーマは「前進全礼」

横山寿美枝代表
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